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研究成果の概要（和文）：　本研究は、発達障害児の家族の生活実態を学際的視点から明らかにすることを目的として
実施し、特に母親の分析を中心に行った。第１に生活困難分析から、養育に関わる専門的支援体制の不備、身近な社会
関係における支援の脆弱性、母親自身の生活困難の伏在化の3点が明らかになった。第2 にソーシャル・サポート分析
から、サポート源の少なさ、サポート内容の限定性、母親がサポートを受けていないことなどが示された。第3に社会
参与の分析から、母親1人が子育ての責任を抱え孤立する問題、生活困難の多くが子どもの通う学校、幼稚園、保育園
との関わりで生み出されているという問題が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　This study aims to identify problems in the daily lives of mothers of children 
with developmental disorders. Our findings suggested that three problems need to be solved: insufficiency 
in the services of specialized agencies, vulnerability of social support by surrounding people, and the 
latency of the mother’s problems.

研究分野： 社会学
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様 式

１．研究開始当初の背景
近年、家族の存在

システム、障害児教育システムを
研究がみられるようになり、障害児家族その
ものを支援する重要性がようやく認識され
るようになってきた
中でも発達障害児の

題である。発達障害児は小・中学校の通常学
級に一定程度
れており
要性が認知されつつある。また
布された「発達障害者支援法」で
の努力義務が記されており、その必要性は
律上でも明確に規定されている。しか
領域における支援は未だ不十分であり
に子どもに生じる問題が養育や躾の問題と
して転嫁されるなど、
独自の育児困難感があることを指摘した研
究も多い。
以上の研究動向や社会的実態をふまえる

と、発達障害児の家族の生活実態を明らかに
し、支援方策を
題と思われた。
発達障害児の家族

チした研究は、国内、海外ともに障害の受容
過程やス
研究が先行してきた
していくためには
括的視点から生活問題をとらえる必要があ
る。また生活問題にとどまらず、ソーシャ
ル・サポートや専門サービス利用状況など、
いわゆる支援環境も明らかにする必要があ
ると思われる
まりなく、
わせて検討し家族の生活実態を俯瞰的にと
らえようとする研究は皆無であった
障害児家族研究は
討にとどまっていた
多様であることが
った学際的研究の推進を図る必要があると
考えられた。
 
 
 
２．研究の目的
 本研究では、
支援システム構築に資する検討資料として、
発達障害児の家族の
から包括的に明らかにすることを目的とし
て実施した。
であり、
る定性的調査、定量的調査
把握と類型化をめざすこととした
題は、支援環境の実態の解明であり、
ービスの提供実態
ソーシャル・サポートの実態について、家族
を対象とする定性的
析により明らかにする
 さらにこれらの課題は
精神医学の学際的分析から
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制の不備、第 2に身近な社会関係におけるソ
ーシャルサポートの脆弱性、第 3に母親自身
の生活困難の伏在化の 3点をあげた。 
次に母親の生活困難に関する量的調査の

分析からもケア役割が母親に不均等に配分
されている実態、また子育てについて責めら
れたことの経験比率が高く、子どもが過ごす
学校社会との接点や身近な関係性でこうし
た問題が生じていることを明らかにした。 
 
(2)家族の支援環境の実態の解明 
まず母親のソーシャルサポートの実態と

して以下の 4点を明らかにした。第 1にサポ
ート源そのものが少ないこと、第 2にサポー
トの内容は社会情緒的なものが中心である
こと、第 3に道具的サポート、情報的サポー
トについては、提供されていたとしても、制
度的支援に基づくものが多いこと、そして第
4 に、最も大きな問題として、ソーシャル・
サポートを受けている母親が少ないことで
ある。さらに制度的支援に加え、対人的支援
からも欠落した問題状況を打開するべく「ケ
アのケアの社会化」を積極的に進める必要性
を示した。下記の表は、探索的分析から見出
されたソーシャル・サポートの種類と具体的
内容である。 
 
 

 
 
 
次に、ソーシャル・サポートに関する量的

調査からは、社会情緒的サポートに関しては、
サポートを得ていることが示されたが、他の
サポート内容については調査項目に含むこ
とができなかったため今後の課題とした。 
さらに家族支援の先進国であるイギリス

において実施した調査からは、ケアラーとし
ての家族を重層的に支える仕組みがあるこ
と、しかし一方で支援が整備されているにも
関わらずケアラーの困難さがあり、家族のケ
ア責任を所与とする仕組みの問題などを指
摘した。 
 
(3)家族の生活問題・支援環境についての複
合的調査 
森岡清志（1984）の論考を参考に、支援環

境を専門機関群、相互扶助的提供主体群の 2
つからなる社会財とし、これら社会財との関
わりで生み出される生活困難について、半構
造化インタビューのデータより分析を行っ
た。その結果、第 1に社会参与のプロセスで
生じる生活困難の内容として、母親 1人が子
育ての責任を抱えこみ孤立しているという
問題、第 2に社会参与のプロセスで生じる生
活困難の多くが子どもの通う学校、幼稚園、
保育園との関わりで生み出されているとい
う問題が明らかになった。そしてこの分析結
果から乗り越えるべき課題として、第 1に母
親をケアラーとして当然視するジェンダー
構造の打破、第 2に発達障害児の教育のあり
方の改革をあげた。 
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